
議事録 

会議名：令和 5年度 第３回柏市立西原中学校区 学校運営協議会 

日時 ：令和６年２月 1１４日（水）14時～15時 

開催場所：柏市立西原中学校 図書室 

出席者：宮本知史・千田茂夫・宮脇麗子・竹口香苗・鈴木道貴・染谷美穂・原田将嗣・柳澤隆・西山

剛史・中島彰宏・柴田一浩・木嶋茂正・湯本浩二・菊地里奈・土井綾・平井三佳・山田仁校

長・石井芳行校長・古泉一仁校長・濱田聡彦教頭・石井優子教頭・柏市教育員会より 2 名

（以上２３名）（順不同） 

    見学者：福元愛（柏市市議会議員） 

欠席者：坂尾俊之・中島直教頭（以上２名） 

 

会議内容・決定事項： 司会（千田）書記（土井） 

 

１，あいさつ  石井 芳行 先生（十余二小） 

    今年度最後となります。子供たちのため、地域のためご協力ありがとうございまし

た。各班に分かれて活動をしていますが、その成果が出てきていると思います。 

次年度もよろしくお願いします。 

 

２，報告及び協議事項（班別協議含む） 

  （１）各班の進捗状況の報告…（別紙参照） 

・今年度の取り組みについて 

A班 報告（別紙参照） 

B班 報告（別紙参照） 

 

 

（２）各班の次年度について（協議事項） 

①目標 

各班のことは別紙参照 

 

②取り組み内容（柱） 

                   

学校運営協議会 2024年度の取り組み内容（柱） 

 

① 学校防災活動の支援と通学路の安全について 

② 学校支援ボランティアについて 

③ 学校の課題に応じた取り組みについて 

 



 

③組織等について（案）   （構成メンバーは３校の校長が決定） 

・十余二小     ・西原小      ・西原中 

   Ａ  ○○○○､○○○○  △△△△､△△△△  □□□□､□□□□ 

   班  ○○○○､○○○○  △△△△､△△△△  □□□□､□□□□ 

   Ｂ  ○○○○､○○○○  △△△△､△△△△  □□□□､□□□□ 

   班  ○○○○､○○○○  △△△△､△△△△  □□□□､□□□□ 

     ※事務局 ＊Ｃ・Ｓ（土井、鈴木、３校の校長） 

          ＊学ボラ（原田、西原小・十余二小・西原中の代表）  

            学ボラ：学校支援ボランティア 

   A班、B班をそれぞれ各校担当に振り分け、担当校での話し合いが必要になった場合

話し合いに出席してもらう。 

  →次年度より組織の変更があります。 

 

質問）③の学校の課題に応じた取り組みについて、何があるのでしょうか。 

    〈十余二小〉学校独自の課題についてご意見として話し合いが持てたら。 

    〈西原小〉 保護者と地域との話し合いができる時に出席してもらえれば。 

          活動していく中で、何かの際に相談できる組織を作っておきたい。 

    〈西原中〉 CSの方に話し合いに入ってもらいたいと思う際、割り振りしてある

と声をかけやすい。 

        

３，その他（事務局、市教委） 

  （１）事務局から 

   ・予算について  

横断幕・バッヂを作りました。バッヂは次年度からボランティアの方に配ります。 

横断幕はでき次第各校にお配りします。 

名札（ボランティア用）を作成します。 

   ・ＣＳ通信（１月号）ができました。配布中です。 

   ・広報西原にボランティアについて掲載してもらう予定です。 

   ・次年度挨拶運動をするので、のぼりを各校 2枚ずつ作成予定です。   

 

（２）校長先生から 

   ・挨拶運動の実施について（山田校長） 

    ＊生徒会を中心に、小学校とも連携 

    ＊小学校、中学校の正門付近で挨拶運動 

    ＊中間や期末のテスト前期間に、学期に１回（３～４日程度） 

    ＊大人の協力（保護者・地域、ＣＳ等の支援） 

   今後、生徒会と児童会とで話し合っていく予定です。 



 

  （３）今後の予定 

・コーディネーター（ＣＮ）会議…次年度から代表者会議と名称変更します。 

    メンバー：西山、原田、鈴木、染谷、土井、会長＆副、3校の校長 

    毎月第２水曜日１４時～ 

   ・令和５年度ＣＮ会議 1/10水 14:30～ 2/14水 13:00～ 

              3/13水 14:30～ 

4/11木 14:30～（小の入学式） 

 

   ・令和 6年度第 1回学校運営協議会（５月８日、水、１４時～） 

         第２回（9月 11日 水 14時～） 

         第 3回（2月 12日 水 14時～） 

   ・次年度 3校合同引き渡し訓練について（日時：5月 17日金曜日） 

   ・西原中の防災教室と教育ミニ集会を一緒に開催予定。（11月頃） 

 

・令和 5年度卒業式…中学校  令和 6年 3月 08日（金） 

             小学校  令和 6年 3月 15日（金） 

   ・令和 6年度入学式…中学校  令和 6年 4月 10日（水） 

             小学校  令和 6年 4月 11日（木） 

   委員の皆さんを各校に割り振っています。各校より式のご案内があると思います。 

 

  （４）学校から 

     学校評価等について 

      締め切りまでに返答いただきますよう宜しくお願いいたします。 

      西原小のアンケートに次年度の委員についてアンケートがあります。 

      ご協力よろしくお願いします。 

 

  （５）市教委から 

     次年度のことについて、ご協力いただきますよう宜しくお願いいたします。 

 

   ふるさと協議会の柳澤さんより 

    3月 16日に柏市長とのミーティングがあります（1時間程度） 

    CSの方にもできれば出席してもらいたい。 

    ご参加希望の方は、事務局土井さんまで。（締め切り 2月 29日） 

 

宮本会長より 

 今年度の全体での会議は今日で最後となります。CN会議はあと 2回あります。 

無事活動がおこなえました。1年間ありがとうございました。 



（添付資料 A 班） 

西原中学校区 次年度のＡ班会議について 

  

１．今年度の取り組み 
（１）３校合同引き渡し訓練について 

  ①当日の交通安全支援（学校運営協議会委員・地域のボランティア） 
   ア）正門付近（３校）、     イ）西小・西中間の交差点、 

ウ）柏の葉公園Ｔ字路交差点、  エ）イ・ウ間の交差点 
エ）（西小裏門～）市道Ｔ字路～公園交差点（高速の上） 

  ②当日の見学（視察） 
  ③保護者用アンケート作成及び集約・提言 
（２）西原中（生徒への予告なし）避難訓練視察・後の意見交換 

（３）西原中防災教育（授業）の見学（視察） 
（４）教育ミニ集会への参加（防災） 
 
２．次年度に向けて 
 ※テーマ 

「防災及び防犯活動の支援 

（学校区の危険箇所の把握・点検）」 

（１）学校の防災活動の支援＝活動目標 

  ①３校合同引き渡し訓練（日時：未定） 
   ・当日の支援（危険箇所の交通安全支援）及び視察 
   ・事後の支援（アンケートの配布、集約、まとめ…提言） 
  ②地域と協働連携した（学校）防災活動について 
   ・避難所運営について地域の方への説明（緊急の課題） 
    ＊学校へ避難される町会代表者との会合設定 
    ＊（その前に、）ふるさと協議会代表者との会合 

    ＊西原中学校区の避難所運営マニュアルの作成（と住民への周知） 

    ＊避難所区割りについて 
ア）ふる協会議（町会長）への説明（◎山田校長、ふる協会長） 
イ）避難所区割り案作成（町会長） 
ウ）避難所に係る内容等の協議（学校と町会長） 

  ③西原中学校の防災教育（授業、日時：未定）の支援及び視察 
    ＊地域の方が見学される際の受付（担当：学校運営協議会委員） 

（２）通学路の安全について 
   ※西原中学校区教育ミニ集会・分科会別のまとめ（別紙参照）より 
  ①危険箇所の点検（把握）・ハザードマップの作成 

→ 保護者アンケートの実施と集約をし、ふるさと協議会へ報告 
  ②子ども１１０番（機能、認知）→各学校の PTA に確認してもらう。 
                  周知はどのようにするか。     
 

 

 
 
 



（添付素量 B班） 

Ｂ班共有事項 

「学校支援の地域ボランティアについて」 

 

1. 今年度やったこと 

(ア) ボランティアの募集 

① 学校を介してＰＴＡに対して手紙配布、地域に対して各町会の回覧板を介して手紙を回

覧、応募フォームから募る 

② 応募人数 33 名（ＰＴＡ17名・地域 16名） 

(イ) ボランティアの実施 

① リストを 3校の教頭先生と共有 

② 西原小学校は、石井教頭先生・ＰＴＡ本部と連携して実施 

③ 十余二小学校は、中島教頭先生がボランティアに対して連絡をして実施 

④ 西原中学校は CSとして活動無し、濱田教頭先生・ＰＴＡ本部が連携して実施 

(ウ) ボランティア運用フロー作成 

(エ) ボランティア依頼書・報告書作成 

(オ) ボランティアバッジ作成 

① 事務局主導で作成 

(カ) ボランティア心得作成 

2. わかったこと 

(ア) 地域にはボランティア依頼があれば来てくださる方がいる 

(イ) ＰＴＡ本部が募集するボランティアと重複する 

(ウ) 実施の連絡を教頭先生がやるという負担は学校に残っている 

(エ) 年度の途中に突発的にボランティアが必要になることがある 

3. 来年度に向けて 

(ア) 作成した運用フローで 1年間回してみる 

→不具合があれば、もちろんブラッシュアップする 

(イ) ボランティア依頼書・報告書を運用する 

 →不具合があれば、ブラッシュアップする 

(ウ) ボランティア登録人数を増やしたい 

(エ) ＰＴＡと事前に連携して、重複などを無くす 

(オ) ボランティア実施の連絡をＣＳが担い、教頭先生の負担を無くす 

① そのためにも、ボランティア事務局を CS内につくる 

(カ) 子どもが地域のイベントの手伝いをする（ボランティアをする）という機会をつくりたい 


